
My City Report

My City Report for citizens
市民協働投稿サービス

市民と自治体が協働してまちの課題に取り組むことができるスマートフォンアプリです。まちで見つ
けた「こまった」を投稿することで、自治体や他のユーザーに課題を共有できます。

使い方

こまったを発見
道路の損傷など、まちの「こまった」を発見

こまったを共有
My City Report for citizensを使って、
画像、位置情報などを共有

市民と自治体が協働
共有された「こまった」に対して、自治体と市
民が協働対応

アプリの主な機能
フィルター
右上にある「フィルター」ボタンを押すと、「自治体」「レポート
分野」「ステータス」でレポートをフィルターすることができます。

一覧
「一覧」では、公開されたレポートが更新順に表示されます。
タップすると、レポート詳細が表示されます。

マップ
「マップ」では、公開されたレポートがマップ上に表示されます。
タップすると、レポート詳細が表示されます。

道路以外のレポート
公園
公園内の不具合などに関するレポートです。

廃棄物
ゴミなどの不法投棄などに関するレポートです。

かいけつレポート
街中でのゴミ拾いなど、自分で解決した課題に関するレポートです。

テーマレポート
自治体が設定したテーマに関するレポートです。
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My City Report for road managers
道路損傷検出サービス

これまで多くの自治体で行われていた、車上からの目視による道路損傷確認業務をAI(人工知
能)に置き換え、正確かつスピーディな道路損傷個所検出を行い、業務の効率化を図ります。

道路路面撮影用アプリ
道路の損傷箇所を専用スマートフォンアプリ※ を通じて自
動で判定し、サーバーに損傷を含む画像のみを自動送信し
ます。
専用デバイスは、車両エンジンON/OFFで自動的に
点検開始/終了されるため煩わしくなくお使いいた
だけます。

現場に行かずに損傷を確認・管理
期間、損傷の種類（ひび割れなど）、対応状況（経過観
察・補修予定・補修済み）等を指定して確認したいデータ
を表示します。

ダッシュボード
自治体から提供されたデータと検出された道路の損傷状態
から、簡易的な路線評価や更新費予測を行えます。

専用デバイス

スマートフォン専用アプリで損傷を自動検出

損傷画像をサーバーへ自動アップロード

日々蓄積されるデータをAIが学習更なる精度向上

使い方
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【お問合せ】

My City Report コンソーシアム事務局

住所：〒150-0044 東京都渋谷区代々木1-10-5-304

一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会内

HP：https://www.mycityreport.jp/

メール：mcr-info@aigid.jp

TEL：03-6455-1845

加入自治体 オプション

⚫ 入会金：¥300,000

入会金・年会費
自治体規模

（人口）

年会費

（円）

自治体規模

（人口）

年会費

（円）

1万人以下 60,000 100万人以下 3,000,000

5万人以下 175,000 200万人以下 4,000,000

8万人以下 280,000 300万人以下 5,000,000

10万人以下 350,000 400万人以下 6,000,000

15万人以下 525,000 500万人以下 7,000,000

20万人以下 700,000 600万人以下 8,000,000

25万人以下 875,000 700万人以下 9,000,000

30万人以下 1,050,000 800万人以下 10,000,000

35万人以下 1,225,000 900万人以下 11,000,000

40万人以下 1,400,000 1,000万人以下 12,000,000

45万人以下 1,575,000 1,100万人以下 13,000,000

50万人以下 1,750,000 1,200万人以下 14,000,000

75万人以下 2,250,000 1,200万人超 15,000,000

時間削減効果（MCR for citizens）

MCRを導入することにより
1件当たり78分の時間削減！

for citizens
1. レポート提供API

投稿レポートを他システムへ受け渡すためのAPIを提供します。

2. LINE連携（2021年10月提供開始）
LINEからレポートを投稿できる機能です。

for road managers
1. レンタルスマホ・専用デバイス

for road managers を利用するためにスマートフォンやドライブレコーダ型専用デバイスをレンタル
します。

2. 路線評価・維持管理予測（2022年4月提供開始）
3段階「ひび割れ率」や自治体の劣化予測式をもとにして、路線評価ができます。

その他
背景地図

標準の背景地図データは、オープンストリートマップですが、オプションでマピオンに変更も可能です。

※オプション価格はHPでご確認ください。

https://www.mycityreport.jp/

